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桑語行為伺競合と尼附ι，い?をれ以ょに，村;為一向0D号1工に際絶日伺与す 3

乙携合 7虫、多1\)二~， 二此広たしかきあ ~o L F-玖・ヲ之，包色Eそか， <三〈聞喪

包〉汽為~~乏. ~ヰ完的?守為~~~Tijt箱::>>~r:::ヲラ解仁て老惇;しよう~ ~ ~ c別手，

提駆1のあ 3這Im起、之畠っ之dl¥。

しかし問題広， 長3t:s1守為と行為一般と弓並Tf関係t}んを\.f\.ほと・‘現行きのa;;~

tcろと l志点、~・し壱志えられ之 1\ な 1\ 点r::J.; 30 ~佑にお I \で広，司吾口氏張主~9

に雫買収して 1¥$払号しれ1;;:l¥ tJ....，耳干事実今攻lてd:>'1¥て， 両吾ロヘ足、たり Eみtて

く 5。

~{1笠宮為》ピ Id. 'ひと三三三手三塁:ι=三宅?立堅三主主E主主~=~郊でど é!;l豆望註
主主主主主主三三竺え盆主1Kしての、挑め防里竺盟主EE盟主ち
のであ否。~ <30s理主〉

《この心根的行為>の奈川岳帝王者性にIJ-， 2夜の勺f下了穴・再往す三..&~ろIi 、亘1\

に末差院に片江乙色フ石民団の意昧単位〈青色魯需主，ちて号〉の集色の零需を C~暖

国〉羽同，¥手五二Yこで、 よリフ文ミ三迂きな志味主尊宇危E 得明~þ照頁宮強〉つくり出1苦5 ための電貝則i 

ι伊=丈z志五 ran…mYl'¥ 

!い\~芳塚ま色 2芯予あ三。 E うひ Z つ Iエ，よ託φ切さ E向7f，É~fi 文~'E宅三?と1d- 1 ¥ "単に9:.川

に両立9'J外部的巳市式也、乙 LZ -e:庁，了き丘9'â>号色さ・ 2ら ~cr

尊重三丞之亙主主亙:民主互主主否感F何持L>._~<tZ段主君立並之さL壁企三宅三込E

互.L三』急主金五三L望号令ずJ些~Ji玉三￡墨色笠19>L主ーぷ立E主皐草色急z羊丘必
〉歩 (466畏〉

この議論に眠らがEように.く核的事毎す守為三〉広定義よ二、~)玄くの国当物) "E. 

E与Ea" 。モ亨~ I~". -<<:. <-閣哀悼〉有為 ~t二ヨシけ三政之照伶之は，旬 E 矛苛り

にして祖互に令義9~ GうiJ'? AwXrv ほ，脈絡に魚ちしむ¥);f交のちp令に内証

言E干支序 ー(支送〉の解同をL， 号子lじしてち祐三に住包五二 Y二T}ぐちきたかえ〉有為一

版。古家色にほ， 芝う lユ円台、a¥¥0 二二に手足掻Z何事7之の並ヂT観の舌L31E誌の

否二之訳、さぎよフq

《穫量乏の 3種種定まあ:;:.;>1.1.， 草色語X有為 Eこの主代鼠にたっ仇芝鴨川ユ.<<教的事

1~行為》の岡一、}主主\¥がに認定;"9~か~I\ヲ問題，すなわら、長官同色待ふみ

固定周呈患に直面苦言ことにT;J. ~0 ~互理策正>>/ ~理策1Il~の区別吉本間切ブ‘けよ

うと事るかき、り I:J:. . 千T書長烹序に肉在的に，~干気的現包行為>> P\ I' 刀、7ð-~でのち

おち(J¥~規定で芝居け爪ロ，~7d.ら怠 1¥0 
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dζ芳芝粍nr>>I;J... ~‘のように主主主・西出す吉ことかτ、きるざ、あちつが? モラし

そここで、符為の限格 E用いることに B札日" 芝ぱ¥../d.亨Eわち《現畏IL77 / ({. 

坦筑lIL~の巴令か成立しな・たいこ之 E 、直島吉正示してしま守正二 Yこに~3" し

た77-"ヲ之二礼l三味札忌い， また ~τ設的現島行為芳?にはモ去とをc::. o文7五今 1ヌ、党

切して I\~L ¥¥うのだかち，をれをとリた、"1!:~ Iユ0"tラら¥¥ 0 のJ う〉忠史'琴(:'、

〈現長且》の名のちとに，間 E急設に b 門l去、~\\のか0: . 理解のむす、?ι いと

こ3(.'あふき~~.論文の fi P'号瓜咳ミ有加えの且在理芝手吹かリに <ζ 色 豊t7

イ亡す守恥>>~事毎回官、》なむの夜色、が橋心、ちれ之 l' ~ 17'0' \~ 乏れら Jd.~理決I1L>>の

望亀であ~ L. ¥ \うJ:.り毛，むし三乏の苦β令品に~ミ?‘写 L\ ょうである。

芝川自下手にあ 1 ¥之論じ‘え1d:¥ ¥辛気の程存を乏之 3に|手， 三三汎1:1<'相 u、j予防荒戸手

'l:.~、応し之\¥ a-I とを;:;建~~~しがみ ~~\\o ::!しあたりの可侵立Id-.. っす、

の 2っさ‘あ d: 

(1)行為さえ主誌のw?応、7友党(碕官1..互扶〉

(之〉行為等主 I~的坦程め照lた:イ瓦焚J

前首 Ið.. 行為秩序と主主Eの表ヰモこホ・あ~R:廻 l二五、 1 ¥ <:照おし e¥'三， 工右足す

五f;c乃さ、あ三。払IJ.. 二のき史φ主I晃Fヘら， 行為八の宣言&Ef慢性，有為の主手元司

首E'也. 't ¥ ¥ワ帯主会乏た之、立た亘同志民/d:， 二m~ さら f之蓋誌・ 7守為の現局活

ヒ舌いて主持事三「行為の高理論..J"E展開しtヘ二爪ち E今B'Q-、ち，私区有昂

な覧4彦~~らきと乏え之\.¥ ~ '" 

本 亘 B向足 1qヮq r何為の記号論八~. IP)' Yヌロコ、スd1"5: 1Z之ー 1ろ'3"

L 1}. 2:tにg色 F¥r.s... ごの復技主主攻らa1¥. ~ 1..¥う。乏の理由民定か古:古山11:.'，

原因の一部亡弘主人らぴに亘宅えの術論に対9~環解立11 L策みちかーえ訳、色 Z札

て¥¥~ ~こする忌ら.安者・色であ~.. 

ち色Ff..1Ji・ ~のかわD に設用9~ 創立.後吾、すなわち、竹島三 l\j動量廷の

原点:1耐えにのーを平〉であ ~o <ζ知覚"þ~表事長"$'~自動化コ~a ~\q UL置づ、円 l二，

芝れかc.ららわれ之¥¥る 2

《く磁ヲ喚包ヂT為〉にはく寝即行為芭〉自宴によ5童書7朽程のそロ覧，1J、問時にキう 2

これをく事惇自己干巴埼>~坪ぶ。~(さる8貰〉

~ぐ核的争1草有為〉のなずにJd... <芸員的竹為主主〉畠暑によ 3蓮如m程全埠の見知的

表Xét半フモのがあ 3 ' 二汎芭く寝耳有為美雪~> l..J. u¥" 0); l;t，q ~l) 
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~-~互のく核的事体有為〉への音教にJ 1). 母 11怖の全毎に対亨るを〉泊ま主主

の某J:Il-<奥伍有為平ミ雪之>'t<事14.自己:a南>Lの向賢官によ三期間一一TJ<.宅街

的に不要に'la.~ ;これ豆行為の自動*:::と砕流、ム>>(5170貰〉

R、 1'F‘稲毛売 の とこ三も邸主主主ほう2:~札色埠観鼻、司従~.、Bく， をの約，~芝現寺えっ:)'~

何事ξ1o.E4-ぴ行為のタトT珍の!型l八之攻ト1"か九立れ之しまう?芝、三ワq

私の考之さ、早， 千守為工夫序め珂却に，保提i~広明百EにE. ;~II.:工汎ミ夜を回定しよ

うと 9d荻み JJ.. ~'オ7 L 7a れであミうし， ;l i三平兵、零きあ 3う，たしかに汗栴

め局、江 E夜明げIt~-+烹砕く iSet:Vi1 eの MCCF1式市Tルe(lJes 'つめ芯かlご lユ，より生佐

助 z、， if反絡により急く Efoス&弓三タ Tつわのち 0>17¥ち，より零苦言白巴 tラのまで，

主主.r' â "fJ..良唱が色まれ乏い~..草色論文!手，従来あい d:1\ 0'~ 守たこの亭南

~. 17' ?で志 I， }J:: 'C精微にヰ金書寸した" ~札口みを乙めつつE-.私口. =-lh. 7]." ~現

笈正~/~現畏耳~のように旬月限な巴分をB す e めで回忌<. t;-フ主主主宗主主とし

た注録的陥株主5、J;~"t乏え~ほうが， 1 ~ I1t i"X: ~ ¥..-"< rd的確で、J"'d7a¥¥1i. と思

う。

《苦虫記正~/~現長lît~ の芭併に聞す 3私の理解'E..主ト弘之，結詩的に雪命令

してヨシ二%の Aルユ右凡の屈空軍を.主ヨ 3之 1¥う1¥みさ広， 手造語4守燕ずに宅邑互砲足

す ~1主ら〆上記の吉哉、知 lぷ有お7 <.子あ 3、<ihιか L，有為一期支につ1¥之，問販直直

~II を E す Zフの現策芝ここに恵定亨 3 二王こ広困毒主であ s.. c.lu芝11¥.1d-.何百もの略

苛1色が服佑八議嵩 L てあ‘ 0. 際結から切り住宅れR:Æ支にCJ:..?で回定9~ 三どず

ささ7a¥ ，二三 1二号ヒブ、く、 ωιたが‘?"<. この若手令今行為・現民主命lユモヲモ工

室長的二江法的に竹為也11'cう寝苦毛'E.~~て1\ったほうす，ヨ乙走防であろう之史、

わ汎三一一

ミ之 ¥.，'i-..と z、， ~主尾長の 3 橿穐革論>>にや令たち 1 ¥フた穐討互110.え，乏二三子

亙嘆され之 l¥ :亘理虫色の巴舎の寝取につ¥，之， 1eC半1I!'iS<>にろ事実しさミたb 芝句結果.

主義.:tif1-之 l':S 弐うに理長E3置に区令すきこモこの耳当性につ 1¥Z， 文、志、し壱

納得さを~\\夜、相、'8向ちか之なヲたが、ンこのことはヨらに，皇討論支にあ、lî~ {: 

理策〉克変色につ 1¥<:の絢E主的取討にニ，わ札オフ肌乏立しむ l寸 ~ø
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私tス“宣告論文にあ、， ¥之抱く疑B自の長丈の琶の広.詩文の主題モアあ言弁者%の不可

ゐ京岩之、をの方?去でおる怠長先db複魚と17¥'， Z':'のように落合して L¥ ~のだ‘3

うが，と¥\う続聞で‘あ ~ø たしかに，有為 J:r現乾l亡 c主コて草寺立才也られてあ‘!J.

堤長政芝に lユ可良さ‘あ~ ~I..\o をの I \みちの理長を脊せ‘的に程きす~~寄与誌r:J..，

かならずいやii為祷に有右I'L0'あ言う。し11'L， ~規良の 3層積定論》問、ヨ麗に可7

りわITZみtた寝室主今夜念の全棒、)主1"4.行為校lキE積立"9三はすの規疑p、ら l弓

や-P~'れ疋塚所、芝う，たと九段 l良識、主健司司王奏にひさ。{寸少れた誌也誌の

領域、に，高かìIV之しまゥた~う!二国われ~.，.直皇 9á な~ )J:"，現民主こ IJ:.. くす

でに再fr...9~) 有為!こかがわ;S， siOめ梓ta9.みのようにnt..まえら〉れている o

守守為にかかわ 3 現良之 I"ð-，事一義おに /J...~ 幸主主して存毛頭し之いく行鳥èJ均

在的に支面Eす 3表芹ち・ぁs広子7与のに 1'J.~・"2.肌tf..'‘の=ら9"・ I~的涯兎にあ‘きが

えら11¥.てま争e'らん冠け胤民主主ら7a1¥のか，わから及川。(事宅に関わ 3芳元専E

l~~珍渥珪!こ写政・ずはしぽ， 三の写i良司祭義'1主がち， 議論見当然‘にモ賞嶺、主年沼周

主峯の祖芝l)'、ぴ手。〉

さはまた寸‘令ぐに老えで，竹為協に為¥，て現粍論芝高宗す否ことは，耳前記、

ろう p、?

主色論文の、宇T為の了jレコ、リ疋・ム嵐訊翠却してい五ょフ 1之. き語ミ~ /J. ，手足売

の 7)レコァつ 2・ム左蓄をた、しむ\~。二\(\，11'‘理主モ鞠であリフ 3 の Ið.. (j)理事主一

一義主主代為 Eつがさと、三事会者'tI:.-0"'，祖互作用乏直心‘乙 あらかむめ各包惇

に葺きこんであり. (治事E現主札J;i'色1l'性tJ.;'、租互作用や照市色に依存しT.l， ¥ホろ，

否あ否。あ三¥¥広，芭罷掌の理輸出， をのように手R%乏吋ゴ;n，たRミリで‘の明言者

1也〈丈百三〉ヒ注dL之¥';;;; <> したてだって. 単語註 Lた事悼の苦手動)E%存、す三二Yこ

に<NI¥之， 十づうに規反論た芸こ'L1.λ‘さきたのであヲ r-... 

このよクロ発活の 71νコ‘りをムにE 散す八‘、主.有為の YIレヨりでム附あ 3の

官、と乏えAう(1 ~理長ーの 3 眉穐i宣言布 :)-1万・ み之守之い:?ように.行為萩序にほ問責

絡が浸く関与して";5 t 芝れのみ Tj， らず，1¥1R縄1スら令部四位ゴれ3臥?の.不支

のち託ミヌじ昆わし 1¥0 主色f¥lð， この間題領時く《規琵工>>~担畏II~ の恋フ

領焼〉左.宇守為cラ同取締の成主く認包〉に関す喜秩序として，認知論σ創に回収

す3二乙をき可み定。 tしかに有為TJ..，このよクな誌、切にひ主っか、1¥-3ごとで，

~司し乙 L 之をn 打色f-っ ι表記1 すき)ように]à 3 、 を乙 l¥う奇襲f〆J.>3"， 二今事実 ー

lラ

の認定にかがわ 3耗序乏.藍色1:.¥厄， ~夜締めた主かにす怠否反 9â t1' にdすえた行為 l二

がかわ主，よりよ位こ乃規辰之し Z， 定式イヒ LF-:-cヲ 0dる ~o 二うして， ~視をもの

ヨ層福重論》の芯かさ‘)"J-~ ~効 1T 国王r >>一一角為めt"1レコ"1)k'ム lこ閉す三麹泊

詰酌民頂7豆-if.'申 l¥:!的 B位置乏占め s二Eこに庖ヲた。

《現畏工'.>><<現長正》として号11出ぜれたの J"J-. たしか1二.社全的7吉村恥の蒔

主に?史く関与"9d l~的電Z室内一連の枝 l予~，・ある。それら抜乏にほ，付為!志不司

自之さあ 3巳‘3う。 だ7}.'， このような 1~'é'9昆荒の衣序~，託金ミ主的忍術昆 Yこして

「租長斗乙よ戸J工9)f¥.-骨J を司L日このZEの謹i常の司法刀、ちの己主肢に怠 3ので，13 
rd-l ¥か，と思うo

r現髭」の夜叉怠につ¥¥てノ&;.包L之保ょう。を札は. 行為に曳~され3秩序

一取をすん、てさすわ円で:日なく，子守為9a填年亡、何為す 3田舟、マ:すぎにして

旦わゥ之¥¥ ~秘主t'也，の二と E いフので l守、 G.1J' 3'うつゲ? F-とえ I;J."~発売に耳、

庁三丈?五?諸条I亘呂広. E.a.向かにをのよう 1事モのである。まE. 1.量切'ft条件ヤ

合温性φ 嵐長 t .lをのようfð. tラ内をまち ~o

行為ロ~有為9d時点さ， 直石与に皇らの市試を実現す~tJ:与主主・ン ヨt肌lel静勾

色11i乏にモイ民主弘来亨さあヲマ・ 芝こに現畏めたち I¥三'*時)'d色、¥¥ o (祈為折、こ

のよう l忌出来事のう乙充芭乙むめて1¥~ r易色に 1;:;:'. をの払すうち. をのう可為ヮE表

現乙ぷ、広三と 1}.'"許~ ;-九七五つ 0) しかし有為J"J:. 自らの抱司‘乏.を肌に?と竹ヲ否

急各の n蒋jC歩手元主I1のEか|こ主主らしこんで・ 1¥~。むの代昔、壱，すでに注写したさ 。

ま立?ま良行為の頑そち砂恵如実としての略式lt主主.自らの秩序とし之し¥a.. この

舟吾、1主!ユ，付為の規正に対 l-Z，是清τ1れ之¥¥ 3のちあフ之.をの二 Y二五平Ksl!l

に行為1=持して γ現長....1~二して作用9ð のであ否。現壌の行為に押す 3 一えÎo\

自負吾、く杭這育的立〉規定関系出， このよう江，行為の集色免に~‘ rr ~量五往Yこ

しZ理解でさ三た、 3ラ。

これ疋対し"2.あâ) ~門為に討し之 reèÚ. 大Ime に1f用9~規定性は，有為の集

会亀に去rr~現在性の問憩さ、ぁ z 。 これ|手，語科書司め宿互拘束白金志賀支用協に

-c-'e.ずく Eめでみヲ之.何滑1'0現 1三lこ討して支7乏し之岳らす;'1 r定ヲ 2あえ之「

理長」と呼出、パ‘さちのさ‘渇か 3う。この誓註t}-Jユ，今支均，広¥¥しlヨ行為の祖互

重閥砂折合‘担当すふ

二のように.特為(})兎&-El'o1東qd趨長/;;J.，詰竹為9'主閣の金主夏、くq切の〉
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Ellわぽ積分包rfg):こした;17-'与、 をo1r手同苦桑埠す d.。 このぷうフ忌理長 6ヲ島章Eに

震萌したもの L Lて. 引程的B、苦言理事屯〈し《堤理主工>>とタト主的に重広三部令)~入。

あ3乙ち之ょう 3 培¥1歪酌E詰環長φ位置Id-，穐1l'vきあ 3" を¥.f¥.1d-， ~，ヲた人語

有為ζ者同時139 な耳目9. ì宅~ι令業持論〉めロ ÿ\ '>'ケ左促並 L巳ずら . をこに聖実主主

れ 1三行為 lcぅ莫色~<:ラ〉持者 P: '， ¥穂1をとしL，免殺す 3有為め現在八之百|還す

3f工九きあ 3がら。泊11量的E話集時は， を司;r.うに固化ミ;fv~行為。集色怒今

E号令 (市電車売)Iこ習当 9~" 

《現長の 3届種主論>>1手， 《あ7力図i¥;，'>>にあ、， 1 亡、明l 度的医理事~1二t;;'éブ‘くー

千T為の守主知7乏挽0.'， 4毎週長工》に布、l¥'2. T¥7トan為1-:1すす 3現 史 的B予科を

論1手‘ dことか・・己、き玉。 しη、し. 二肌ち 1ユI l' 9" ~t\..も， i1国之，{q I~的直定的向w

否註心・ 3亭巻く乏して， をの佑呆， 当初国々人司竹為として実現主れ3事長芸〉

にすを‘志1¥ () f.JI 1ヂ 3ウ「為や，~的混T呈cろ集色態に芸品&す 3 ロザゥケ E 、 く手規長め

3R量種主論》ぱ閉亀し之竹な¥)ように思われ ao早たl¥二と目。芯のパ‘てみよう.

かリに，すで、にしてEおIi量的芯堤富えif;時主し之 l¥ ~とすれ口υ も 3んのこ之，壬見

切1及尚昆門為q 毛色指J"E執す"長的立予まヰモ'0ぐミま E玉、主"9三で ~3 うし， まE;..

き二 Z宅525悪事ちあ 3。官、ぴ;・ミ?ャくr=:， に現質的f;J.)子栴くの集積〉か・・芝、c7)c工〉

に倒産的芯唄喪主局、江主ゼミにJ)l::.3P'"E許可去三二と IJ..， 立ほむ~易、で‘Þ.l\o

を仇IJ.. 協の民否定、の八、・ r=， 微妙R 聞理~ J; J.. 

(σ)O"十〉ヒ"l;-!.づ、1¥会活め理論 Ell砕したとき，

たきo370

いhmα仰しは，賀民的存予科

ごめ微妙~乏 4く皇賞し之 l'

この筒[/I少な問題領域、~./

て!手，倒産請に持続し，

捌在会とよP'，']:j.らJ乱現主主協巳 ~cうよ忌却に:玉、 1\

百之の巳 ~\'Y クを巴哀してい~~造尋筒、~S.，.易J¥環書偽}J-.

~ÏD端的E高吟に 1きいユ可ぺ 三三八回収す 3ことそ予想芝主主1¥./ とI¥うのt'"君主づ

畏TWe‘あふ 〈鷲芝良の 3恵構迄5何万!手，

之¥¥ ~ O)~. 回忌l\ -;::子五 3うか?

この‘掴!昆主請の子司従‘|生内問題)d:-.. 

二の点にみ¥)'2. 最大0)国乾Eががえ

l)¥つKt， つ)(-フぎに内庁 3苦う0-<:こつの

知~\ (沼環長潟の不実封〉と，2i¥荏じも'9ぴフ"て， ， a-...沼環良工 I"J-，矧!主的7ユ

理長司尽か Z‘， 千で表的色宅テζろに尽が1:1:らZミ1¥.. 

本
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号事乏点茜色効支の T穿4主， ~i玄境民主知>>につ1\之， 礎有吉喜之 L.J:う。

董宣自身「てよ、之， 畠色論文のなか ~l去最も織立性の志 l、卸イうさあ玉、こ詰ち

>11.. 令量同、庁~ tラ穫に :ZZO~にあまろこの首 I:I.， を"した九江つ 〈人青J:.t.:民主主論コテ

の茸てか?負荷亮す玉《作為a 自己主属、住吉翁 ヨ~ 0う葦'L1 ¥ヲ Tミ詰章とfキキt之主土られ三

写ら l~、，確かに. 法的理策にう¥\てこれまで~， zt.現した主献のうち， 最 e国至1¥T&.-

をののひ乙つ~あ否。

さて， ここで、あち 17、仁、め. 私の結論的 B 更負~t 雪約しておくのかとよかろ勺:

私Jユ~色 R の《送電長持>> 1て岳 lTa論誌の， ほとんむす〈、、 てに hたヲて宮意;、
、 \J\-~--------\~ .....'¥- ~\J\〕\~------\-'"'-'"ヘ~\~----へ- --- \----- へ_-..........~......-.......- -ご~lミZ

E豆乏乏〉ふ立主しを竺?芸界¥タごち!き更えと31Fiミてと冬竺足手争苧の莞TE竺:子
七令_Z!'ffi~. と考え ~o
~ -、~~→、~一、-一、......-、ー『、』ー、----~

このように苦~~理由 l手， 畠色 R の《涯現~楠>>TJx'、， 人すに持酌E証植民 Eヒヲ

ご¥¥ 6-こ℃にB-とブ <0人称詩的な1葺獄、と I"J..， を札自魯，認知論的な磁Eをのー

定さあ三・私ぞ旬、，て l手， 涯理論の人~論的首:軍馬E探ゥたことJY.・あ三乙きヲ

之1¥ (1 炊?‘現在日~れ乙完fI~Slc;う喜弘司、 E め芝、、して肝リ . 異1率的にほ Ha.rt-の旗持

を民参照し τ， 置く「涯の畠投手ラ祈」之してま之め 3予えであ否。

本 帯lTし丈三郁 1'1ワ8 rくち活〉液法理昔話:零細..1- (禾手邑表). 

19ワ9

1981 

rくき揺>71R活理論:路党J 、 try;rコrロヨ之d3: IIZ-II)o 

F迭の記号論八 .J. 思託号:;;'17汗寄%，，:!J1: 9ぢ-10も。

色色衰の 4年涯現辰吉和》の下敷ミr'La?之 1¥~の尽， μhmω'u'vの F;玄た念導a

きある。 この際、ほ，再ITC[1q78J と[司 b"0、e1Ja。ゴちに草笛 ~I立， 碍1'¥i1...lN?臼

E壱参照 ζな1]¥ら ， う5o.'Lして人杭詩的 1手口 ~''Y ワ乏包再たてミ。 μ小れ1白川ノ

によ三 ?去の苦言~J5.芭 1 ;J.， ち色t:t l亡~ヲ 之， 護手Á.~にfヒC方単子宮色の一塁φ 乾存えとし之気早

設立>f¥-~ <> 二のように，芭色論主!手， 〈人習に論的怠主具江て~ (1014貴〉を取告を

す~ことにな三のむ〆 当然にも， と之の {Y去現員告知>>c;ぅ冒頭j五 正司~0 人司工芸ゐの

抗:rJ1勢拡穐訂によフて開唱さ九五二E乙に怠玉。

人者持品につ¥¥之は温室なえ竹理玲11'‘毘当たち泊ため， ます1・高去にあr十られて

い五の!エ，椿Ti¥..[f<l78J[N91lの器輸Z‘ ~3o
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4ζ 構TIL.J乱涯酌吾きえE. ヨの非人対f釘こようと.他の茎設夕、ら巴晶す 3二乙を句

界た。 ιかし一一・乙甲暗〉ー一--苦境怠な"J7I"ち.をれほか、7忌わぬままみであ玉- ~こいつ

しか7忌(¥0 づ沙く債7員〉

=のように伍脅す玉に史立ヲて，芭色~は，私の和人岩下夜色"'E:.n:て相l し， を〉れに

加ラ 3に. ~t塙 ノくすr:>> ~汽ノザ区~~奪ぺ称>1きと、、の新た辰吉三棟食、 e~哀して 1 ¥ 

2io 二>rt与が， ~透視完走論 ~IてヨジJ\て，ìZ，酌定詰を基碇っ・‘門ている e

手電詫ιうく称性につ n ての喜色論文の見詰広，す守きと在、1¥たちのであり.田時

に.再TTL [J978j日ヲg~l の暫定、に e 色圭えして 1\ 3.. モち 3ん，かヲての弘の器輸

佐川〉れQ"，包包論主 l手は五かにきめか細がく 最重2でつ芝練芝れてい3.<7色白衣

のitt判1fd..， 一旬ほ私のま嘉吉掃の不十17~ ，不用怠まに彰乙フ、さ. ユ?と一部ほ藍色

氏 Cろさ二tt'力、民設解?理解めす守三tち1^，'‘l¥にちy.ブくと思われ，さらにー審判江商

芭の立稀の主要に号とずくとち之ょう。最後勾点についてた.付熱句し之 Eげば;

払の誌誌は，実話に周亨 d")解均百こして種時dれて品、~ . 号電器内宅芸品 1}，電車吃と

¥¥う I¥みちの乾きちの主佐0). 人君r，~為砂主主宰'J リつけ左問題之した.. ~::n I二坪して.

き包務主l手，史認!二関9&定、切持之 L之種t喪主れ-Z1 ¥ ~c めぢ湾、1\足三r ~ ¥? 

jA<:、2五三 1犬二輸のこ雨、と蔓忌 9. 定められぬ峯実として属、るか伝し札Q:" '" 

さ之. 畠色 R の ~ì五理事忌執っ沙の冒頭かち， 業主bC弔，zM:'t.主に関 n~ 桟為モ持之さ

r2.' L Z " わ持Vh~の実E角専を~め」工う。

《行為当番重 2 堂賞主惇tJf. 有 栴6今季二1堤前t主帰属E思念9"3人抗。》ζワ列車L

~29蔑〉

< G岩切手干津島章= 本気配府帝京物理齢巳))~属7 し之 113í~惇。〉く132守昆〉

く (~主的〉手軽持主主: 本主的発藷千T、為7泳、物理的に晴彦 ιて1¥a> fJ困能。》 ι~So~)

すを2吉局主孝弘にいう ζ'ffl理的に》之 1¥う現皇后1尽 乞ち静主ιろ拠知努為的g::+!i};対

1スちす 3~. '¥ Iþ-問題があ ~17、 t レれ芭1\1t、\ (賞葬式主俸のい芳、人にかかh ら

7J:. ¥¥ ') (毒事vmレザエ IV"E'.この湾、橋17-ピ零請して J¥ d， 之理解して 2むこう官

《 ここで井之が芳之てみF-:.L\の広・一一べ中蝿〉 EF--A ゑ五尋告を (4る)~~ド急三
iま， TA乏三号、日二重k多きさみきだ1釘しというこ乙であ3γ----(即時3一一美

語に喝し之ちえぽ，義語当事奮と〈夜的〉煮詰もとICf，とをに足‘レ 2三ぎたすごとか・
。o _~ 0 <! 

あ三一--~く~こと晴々は，よ患でめ担芝疋レ芝菌 l "R:1守為を， 1荷ぺ;;Y'ff為ピ坪ん

で百てことが・Ù\~ 三。 くをの精霊案ケ一之が， ， t属人帯下手持芭否五言。)~ (830-831員〉

工9

二二 6'f，鳥人君丈乙ちわ仇之 1¥d二百こめ実篭は， 私 の 包1¥~ d'・色之仕I I~、白もな邑と

3解ヒかか、)ha荷理与しくにエ要::ifO)c主う存モのきあ 3<>宣告 R は. ~令裂をの

官良作為体、検，れ時，ぅ居段， Zモ宣. 芭動7 宣告でfr.~、>> (331 ~む を制に5らげてい ~o

芝らに定患乏治っ之¥¥く。

<< i:清人称予定詰: く堂嶺主fzfの主解にきをて〉夜命村弘首t.有為当予蓋 't.7J:・っと・レE

'3::: 0' て I\~ 耗話

耗1..称託協1，騎人椋発協の主主がち、 L 負撤4三能の 3 会専に主~Z)、有為当事ち(

事色事百当事吾) ~して持更の.z.~ (. .i./Z /3えうる口主民リ得?る 1¥

襲括.~ CSsq員〉

《 ヰミ誌のまさJñ~(通長;'9)沢え称性:
孝三誌の申に表明さヰした認知ゐく通長込〉予科Ef.E¥量るえ長ι=
事3者))こ1帰底乙官るこXについての・賞最主症の賀、泊的予判、

17¥'再在亨三二と Q>>(8ワマ買〉キ

ホ 8同賓のこの主主~I;;r..._ 6-ヒモ~~ 2 つの知江したìt.異百三しで掲げられて\\る 'f1\~， 

えがーえを黄色7峯してひとつにヨ Yこめ?と。

《沢人芳~lf1>> の定義にまり L わIf\.之\\喜~~知的子制~~護軍ミ的予科>>1エ，いλ-

i'ltarm. 除、思混在全1.~z!1で聞いて I ¥ ~η~ 間心‘~急マあ否。

《 主張刊五三・桑誌の記也s~ (1.政負〉汽件、住いの 3栴): 

(8gb一部ワ鼠〉申

キモ話の中に表明された蕗もるるに長長db〉予科芝色i~~ (= 

事3吾〉に帰属し能二て I~-::> ，¥ての・続当事量の認知的予

桝時間 5 こと，定量糸主主爪句知的に予糾してl\~二三冷

本 986一則員の主義'E"， 879員の定義の味会と周蔵で・ある.

《 提言芭の奪人称怯:
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員施今中に表飼主礼正誌知的/規民的予鳴をらみi与をあえ15、↑三
毛帰属仁旬EA二't..についての・賞瓶、主俸のき悪知的予科17'-九五

すろこy.0 >> Cqヲヲ漬〉本

事 さらに.~あ三発話芝く事人新，1ヒ〉立て!:-ð、世貨をを. く奪人芳阿ヒ鈍>~D平》骨、

~いうく与96Z~) 。

~ 手主語c1)特定人すP匙:

表面の中に表明主れた調包的/現民舟予棋を，町、三時廷の人清1、

に1鳥島仁儒ミこ't..1こフ1)ての・ f貨安奇主悼の提也泊予志子手rtJ'碍廷



<J吾二乙。》仁村8買〉

藍色論文にあ、 1¥て士憤に干虫記立札官三 λうL討議l的宮古邑蒋む色民， 民よ~壱>l\...ø.く Bつ

めち耳、F三之足、う。

雅人宋T、乙《帰ベ荷主))) 1てかわゥ之，~温頑張きあ~で‘中 l~的主主後室内 ê1三う〉腕ゐ

!ま.~汽人宇下ヲ少《奪ノくうr)::~ の 2") 0 あ五。訴1百く《提言の何人杭・~~~) I手，ヰ毛

詰cろ閃~f9 7a音混弛芝、人な論的ヒ理主亨 zための帝王色:であ三、 'CJ..t.ちれdo

巴とえ Id:'， ~昨日 ffi 中両党元首酒か・烹提陀方検軍首に君主辞され?と~~直~3

筒形の全斗近の 2柔 I~J セの 2 ìJ!. の之主E勾m t:事し1\ ~ (990夏〕なと句、幸喜三巴

関亨 3手を認， 哀煙た関苓 3 手足詰巳~手足話Cろま志知め尺人称性》によヲて栴員つい

l寸ちれ ~o また， ~志のもを玩.1f II\こ1)(:，11. ~ )，?くSS¥盈〉忌と‘の提起rJ-.をn17をもつた

めにl手「間足早め広主主..1fc主Pめよう古橋fTO割以、零守あ'il13". かく lZ 1'"調l淀 J

Fとらしめらl1L'6え誌の棺討的存率噴*向 E. ~発ili今縄民的同人称性~ ~ ¥¥う

め下さら という.

これに~l 之.負者( ~主義務ζ今季人称'lì.>) I"J..都宮的に定換をみ三なら!宮、

首毛(<志向八森怯)>)の否定z.2'J :;.としか巻えられ~\， f}ょうヰ毛布回会にほ芝っさ‘

1み広¥'"~く予科のゑ之711、企〉一一 ló.， ~ ~条咋の下 z、広若去にく予科の 5h
え新生>一一之，事l面な模角巳乏示すよ?に再三分〈守3守貰〉からでιd..~f!史λ

若~~O') 取念|否，湿の裂i主を識をEず 3 域全， ~1'玄視員す和》でほ草笛にb 三善11~ を J量

0ao 

メL称 詩 的1立諸前才是1三つ¥¥ての荷E升をお之たので，っき、に，包色涛文が・〉玄的取

者百戒色、左己、めように規空~ L Z 1¥るが乏. 0 ~ t 話、う存怠けれほなら r~ ，\ .. 

~玄: 平寺空E勾く震踊の〉行為lて対すき吉長ゐ干料乏?主i‘4よかく-事3主主

〉ロ帰属し得~二とについての・祉を~(ろ丈学め包俸によð.・提出め

予料。ラシ ('o'W夏)

芭色民自現 t二モこわ「之¥\三ようにの視を~Id-墓主主的に，いhI"r'4V¥..1¥. t7)偽に侶

うをのきあ:30 ~主巳. ニの主主主から自民ちか危 c主うに(当該主土色におけ三) ~ 

迭方:-t手，をの肉1益的Z玄室温性l之宅ラヒデ¥¥ -z ， 事質的に《沢メL芳¥:'世》乏碍ぴ、 d15

ののd:うと、あ S... 
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《 活宅/ヌチム: あ3祉を弘に免円三‘;乏の集色。》く9osa)

《 注砂尭短: 涯に対手 ~í~1I岳、怠.'â:背il' (i玄的正当性モ的ぐ，~)個別的l忌伶

キに対閉して B立れ玉，託金宝闇閃の士キ£也己主己ikC2く捷

詰 6ろ汽人林在).1:: I 事簡的/事T主的にDE民主れ..e.p直則的存童

扶 cろ有f更。>>(?oq亘〉

《去勧業龍三>'t. 1瓦 11わゆる「判iで」 くあ三 1)/J.よリ広く ， 司法島荘にb町 3

主投〉のこ't..であるヲグ， 二1.t¥.1A‘・いhm似ル法理捕の '1<H <3‘の「警宣」夜色に

を今之主主義芝、札て I¥ ~語、 71.." _注目され.J:-) 0 上記 ?o~ 量弓主宰1ユ，をの人t.r持
lザもフしースf

e)l怠葺乏かえz、五三.

《 法白志定 : う互に討す3個別的E主主音?志的正当色をめぐ羽田温始時に舛

LてBされ三喪缶て~乏の阿に表明立れた(句担的/規畏同〉

予科・ 1:: 同寺 3 写習Tヌf:E章、O)，(~によフて唱長めに予科立>fし

てい 3二乙について勾、食工主主闇肉の去♀名包毎のき泊助手料

かい高在ーして 1¥ ~ t-の。

蓄え‘~弔慢き: <>3的義史1:..>T穴事をあすきために事務ゴれ5に-'iEσ)1工夫ヤ精ヌミ

のく芳~Tð.~. tろ〉粍絡め結露。:$>(件8-t(4-<(買〕

《 活字ク之ト: 靭?乏にcì五的教定〉の導出に隈して ~&~Àð (ことが')'Z;):こ百

った〉守 7 スト。 ~C特l 亘〉

ごの Id-かに.主写芭主義乏1¥くつか取者?芝、し之おく:

《く温亨ク之ト >cろ坪守ラ晶一ーを逸律t.坪fずつ ~(þZ2.買〉

《り去寛集め中核たd) ぐ造的援活〉の福舟楚賓の‘ 当主主主主怠1主主I主三位年'Et;:7

て く法〉一一涛 Id:主主主与の活ー-~坪区ことにし去っ o コテ (1014-昆〉

立て¥沃主ζろ話取金3を同 t¥ -Z，皇色論文同沼1史家Lの論文に主ち闘がう。二u'¥..

Io-， ~法環境のるゑ芝合品4λ永会ゐ定角示ら担え ~íl乍美>> L104ß~) に尽かE
らTj:)¥ 0 

事4 章~法理室是告知》め甲山をなし I骨量 cろうえでt;、」畳半にあ、4 点、のほ. をの

事4野守あ30 二こさ、草色t\~，差Z的に広いh阿付しにより屯対' Zふ ~1東和的

な活~/<<甚之イ℃φ~ ::Þ/<写実定iZ..>>へと最期す J~混濁\J;;主的変さき >>E 乏をます

き。 乏し之 J <<換金巳託金にささ付与 )Z環衰の1主主尽j く送敵手を包〉め宿時戦略
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の差安として， 1苦ミrz広江>n~ことにほJ ，， ~ι1013 民〉 二札l芯主義よ. 提起σ3汽

人杭也に関わミち設定備の展閣であ 3二EこI，k 関与す、だ。

言色論文の論述E:.. 主主守c:atJ.フ。
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